
創業期から変わらぬ想い
Hondaは創業期から自分たちの「夢」を原動力に、尽きること

のない情熱と独創的な技術、アイデアを大切にしながら、誰もが

無理だと思うようなことに果敢にチャレンジし成長を続けてきた

会社です。創業者の本田宗一郎は、戦後まもなく、まだ人々の移

動手段が自転車だった時代に、技術で人の役に立つという想いか

ら自転車用補助エンジンを製品化しました。当初は無線機の発電

用エンジンを活用していましたが、すぐに独自性にこだわったオ

リジナルのエンジン開発に挑戦、Honda最初の製品となるA型を

発売し成功を収めました。さらに、資本や規模に勝る二輪メーカー

がひしめき合う中、創業当初から世界一のオートバイメーカーに

なるという壮大な「夢」を抱き、創業からわずか５年後に当時世

界最高峰の二輪レースであったマン島TTレースへの参戦を宣言。

初めは世界との力の差に愕然としながらも、決して諦めることな

く挑戦を通じて技術を磨き続け、ついには出場3年目に125cc・

250ccの両クラスで当時のコースレコードを更新し、1位から5位

を独占、まさに世界一の実力を証明したのです。この創業期のエ

ピソードから学べることは、夢を持つこと、そして、その実現に

向けて遮二無二取り組むことの大切さだと思います。つまり、夢

を信じて努力を続けていけば、実現できない夢はないということ

です。

現在、Hondaの二輪事業は世界で最も多くのお客様に選んでい

ただけるまでに成長を遂げました。創業者の「夢」に共感・共鳴

して集まった多くの仲間たちが、情熱を持って不断の研究と努力

を重ね、挑み続けた結果だと思います。こうした歴史からも分か

る通り、私たちは、夢の持つ力を信じている集団です。Hondaが

これからも存在を期待される企業であり続けるために「夢の力」

が何よりも大切だと考えています。

Hondaの目指す姿
Hondaは「夢」を原動力に、独創的な技術とアイデアによっ

てモビリティを進化させ、より良い社会をリードする総合モビリ

ティカンパニーでありたいと考えています。人は移動することに

よって生活圏を広げてきましたが、「もっと遠くへ、もっと速く、

もっと自由に移動したい」という想いは人間の根源的な欲求でも

あり、社会にとってモビリティは必要不可欠なものと考えていま

す。私たちは、モビリティの進化を自らの技術とアイデアで創造

していく企業となることを目指しています。2023年にグローバ

ルブランドスローガンである「The Power of Dreams」を再定

義しました。モビリティの本質的価値である「解放」と「拡張」

を私たちの「夢の力」を起点として「創造」していき、そして私

たちの生み出したモビリティが夢に向かって踏み出す人の原動力

となっていく。その力が周りに波及し、新たなつながりが生まれ、

社会全体に夢が広がっていき、より良い社会の実現につなげてい

きたい。このブランドスローガンにはそのような想いが込められ

ています。

独創的な技術へのこだわり
さまざまな企業やステークホルダーの皆さまから、「Hondaは

技術にこだわりのある企業ですね」と言われることが多いのです

が、確かに創業以来、自らの技術とアイデアで価値を創造してい

くという姿勢にはこだわりを持っているつもりです。もちろん、

複雑な課題に対するソリューションを実現する中では、私たちが

有していない知見を持つ多くのパートナーの皆さまとの共創によ

る価値創造が重要であり、取り組みを強化していますが、それさ
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最高経営責任者
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「夢の力」を信じ、独創的な技術とアイデアで
モビリティの進化に挑み、
自由な移動の喜びを創造します
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えも自分たちの中に確固たる技術やアイデアがなければ成立し得

ないものと考えています。この観点から技術とアイデアを育み続

ける企業風土が重要となります。Hondaには、モビリティをさら

に進化させ、より良い社会を実現させたいという強い想いを持っ

た多様性に富む人材が多く集まっています。その仲間たちが

Honda独自の文化である「ワイガヤ」に代表されるように、自

らの能力や個性に基づく主張を互いに何度もぶつけ合いながら、

本質に迫り、新たな価値の創造に情熱を傾け、挑み続けています。

創業以来受け継いできたこの企業文化は、これからもHondaの

財産であり、大切にしていきたいと思います。

総合モビリティカンパニーとしての使命
多様なモビリティを通じて世界中に「自由な移動の喜び」を持

続的に届けていくためには、人と社会に対して負の影響を与えな

いことが極めて重要です。こうした考えからHondaは、モビリティ

カンパニーの責務として「環境」と「安全」という二つの大きな

社会課題に真摯に向き合い、いつの時代も徹底して取り組んでき

ました。

例えば「環境」の面では、1970年代初頭、当時最も厳しいと

された排出ガス規制の米国マスキー法に対して、世界で初めて適

合するCVCCエンジンを開発するだけではなく、その技術を他の

自動車メーカーに公開することで、モータリゼーションに伴う大

気汚染の軽減に大きく貢献しました。また「安全」の面では、世

の中で関心が高まる前からエアバッグの研究に粘り強く取り組ん

だ結果、国産車初となる運転席用SRSエアバッグシステムを開

発し、その後のエアバッグの普及に大きく寄与しました。

こうした企業姿勢はこれからも決して変わることはありません。

Hondaは、2050年に「Hondaの関わる全ての製品と企業活動

を通じたカーボンニュートラル」、ならびに「Hondaの二輪車・

四輪車が関与する交通事故死者ゼロ」の実現という目標を定めて

います。この目標は非常に高く、実現に向けては多くの課題が存

在すると思いますが、私たちがモビリティを通じて社会に貢献す

ることを目指す以上、「環境」と「安全」は絶対的に取り組むべ

き社会課題です。Hondaはこれまでも時代に先駆けて環境・安

全技術の確立や安全運転普及活動などに取り組んできましたが、

これからは自社にとどまらず、社会全体への取り組みへと昇華さ

せていくことが重要だと考えています。誰かがビジョンを掲げ、

将来に向けて行動で示さなければ、何も始まらず何も変わりませ

ん。Hondaは、企業や業界の枠を越えて多くの企業や団体と協

力しながら「自由な移動の喜び」をサステナブルに提供すること

を目指していきます。

事業環境の変化を踏まえた成長戦略
一方、足元では、環境規制の変化などによるEV（電気自動車）

市場の拡大スピードの鈍化や、通商政策動向の変化など、事業環

境の不透明さが増しています。このような状況を受け、2025年

5月に開催した「2025 ビジネスアップデート」にて発表した通り、

四輪電動化戦略を軌道修正することとしました。

　EVの本格的普及に時間を要することを鑑み、当面は競争力の

あるHEVを中心とした戦略とし、「知能化を軸とする EV・ハイ

ブリッド車の競争力強化」と「パワートレーンポートフォリオの

見直しによる事業基盤強化」を図ってまいります。

　知能化はモビリティの可能性を飛躍的に拡大し得る領域であり、

今後ますます激しさを増す競争環境の中で、この領域における新

たな価値の創造は、他との「違い」を生む重要な要素になると捉

えています。この考え方に基づき、Hondaは独自開発の次世代

ADAS（先進運転支援システム）をキードライバーとし、2027

年頃からEVだけではなく、広く普及が進むハイブリッド車へも

搭載することで、スケールメリットを生かした高い商品競争力と

低コストを両立し、付加価値の高い「移動の喜び」をお客様にお

届けすることを目指します。

　これに伴い、カナダでの包括的バリューチェーン構築時期の後

ろ倒しなど、投入資源の見直しを決定しました。2030年時点の

EV販売比率は、従来目標としていた30％から20％になる見通

しですが、2050年のカーボンニュートラルや交通事故死者ゼロ

社会の実現という目標を変更することはなく、「自由な移動の喜び」

のサステナブルな提供には引き続き全力で取り組んでいきます。

このように複数のソリューションを組み替えて柔軟かつ機動的

に戦略を変更できるのは、将来を見据えて基礎研究や技術開発を

行い、ICE（内燃機関）、ハイブリッド、EV、そして燃料電池な

どのコア技術を手の内化してきたからに他なりません。常に時代
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ICE

2025年 2030年

EV
360万台
四輪販売台数

当初のEV販売
見通し推移

HEV

EV販売比率
30％を下回る

HEV販売台数

220万台
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の変化を先読みし、基礎研究や技術開発を大切にすることで、あ

らゆる環境変化に対応し、迅速な経営判断を可能とするレジリエ

ンスのある体質を構築していることは私たちの強みです。

夢の実現に向けて
モビリティを通じて個人の「自由な移動の喜び」をサステナブ

ルに提供していくこと、そして、モビリティを進化させ、より良

い社会をリードしていくこと。これらが、総合モビリティカンパ

ニーとしてのHondaの存在意義だと考えています。Hondaは年

間2,800万人のお客様へさまざまな製品やサービスをお届けして

いますが、「自由な移動の喜び」を創造、提供するモビリティは、

二輪、四輪、パワープロダクツや航空機だけではなく、人々の願

いと行動圏の広がりに応じて常に進化していくでしょう。陸・海・

空のみならず、宇宙空間においてもHondaはモビリティの進化

を常にリードする存在でありたいと思います。あらゆる移動領域

にHondaのロゴを冠したモビリティが行き交い、人々が「移動

の自由」を獲得した世界を実現することが、私の「夢」です。こ

の6月にはロケットの離着陸実験を公開しました。まだ基礎研究

の段階ではあるものの、将来のモビリティの拡大に向け、「夢の力」

を信じ、取り組み続けていきたいと思います。

先に触れた通りHondaは、さまざまな「夢の力」を起点に挑

み続け、不可能と思われた壁を乗り越えてきました。この創業者

から生まれたHondaのDNAは、今も私たち一人ひとりに脈々と

受け継がれています。「環境」「安全」という二つの大きな社会課

題を解決に導きつつ、総合モビリティカンパニーとして幅広いモ

ビリティやサービスを通じ、人々の「時間や空間の制約からの解

放」、そして「人の能力と可能性の拡張」という価値を提供して

いきたい。実現にはさまざまな困難が待ち受けているかもしれま

せん。しかしHondaは、これからも自分たちの「夢の力」を強

く信じ、情熱を絶やすことなく、夢に共感してくれる仲間ととも

に、独創的な技術とアイデアを遺憾なく発揮して挑み続けていき

ます。来年からは、また一つ、私たちの夢の力がコアとなる活動

が再び始まります。創業者が実力の証明に世界最高峰のレースに

挑んだように、FIAフォーミュラ・ワン世界選手権（F1）への再

参戦を果たします。電動化の時代にあってもHondaのパワーユ

ニットが世界一でありたい、この想いを胸に、カーボンニュート

ラルに向けた技術の限界にチャレンジし、勝利を通じて、多くの

ファンの皆さまと感動を共有することを目指していきます。これ

からもHondaの挑戦にどうぞご期待ください。
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目指す姿

自由な移動の喜びを
サステナブルに創造し

夢に向かって動き出す人のパワーになる

夢の力を原動力に
一人ひとりの

創造力を鍵に実現する
Hondaの夢見るモビリティ

新価値創造

P.11参照
人的資本経営の進化

コア技術の獲得

P.29参照
独創的な技術の創出

2050年
カーボンニュートラル

P.19参照
環境負荷ゼロ社会の実現

2050年
交通事故死者ゼロ

P.25参照
交通事故ゼロ社会の実現

共感・共鳴を呼ぶ
ブランドの確立

P.32参照
ブランド価値の向上

OUTPUT

OUTCOME

INPUT
P.7参照

数値で見る価値創造の源泉

P.8参照

P.52参照

P.37参照

P.44参照

P.56参照

P.6参照

創造力による実現

Create

知能化

独創的な
技術とアイデア

航空

将来への挑戦

パワープロダクツ
二輪

四輪

AugmentTranscend
人のあらゆる可能性の拡張時間と空間の制約からの解放

リソース
サーキュレーション

Dreams

エネルギー
マネジメント

パワーユニットの
カーボンニュートラル化

Honda 
Philosophy 

モビリティの知能化・電動化
注力領域

人的資本

社会関係資本

知的資本

財務資本

製造資本

自然資本
外部環境認識

価値創造プロセス
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Hondaフィロソフィー

社是
わたしたちは、地球的視野に立ち、世界中の顧客の満足のために、
質の高い商品を適正な価格で供給することに全力を尽くす。

運営方針
■ 常に夢と若さを保つこと。
■ 理論とアイデアと時間を尊重すること。
■ 仕事を愛しコミュニケーションを大切にすること。

■ 調和のとれた仕事の流れをつくり上げること。
■ 不断の研究と努力を忘れないこと。

基本理念

人間尊重

自立：�自立とは、既成概念にとらわれず自由に発想し、自らの信念にもとづき主体
性を持って行動し、その結果について責任を持つことです。

平等：�平等とは、お互いに個人の違いを認めあい尊重することです。また、意欲の
ある人には個人の属性（国籍、性別、学歴など）にかかわりなく、等しく機
会が与えられることでもあります。

信頼：�信頼とは、一人ひとりがお互いを認めあい、足らざるところを補いあい、誠
意を尽くして自らの役割を果たすことから生まれます。Hondaは、ともに
働く一人ひとりが常にお互いを信頼しあえる関係でありたいと考えます。

三つの喜び

買う喜び：�Hondaの商品やサービスを通じて、お客様の満足にとどまらない、共
鳴や感動を覚えていただくことです。

売る喜び：�価値ある商品と心のこもった応対・サービスで得られたお客様との
信頼関係により、販売やサービスに携わる人が、誇りと喜びを持つこ
とができるということです。

創る喜び：�お客様や販売店様に喜んでいただくために、その期待を上回る価値の
高い商品やサービスをつくり出すことです。

自立

平等 信頼

人間尊重

買う喜び

売る喜び 創る喜び

三つの喜び
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数値で見る価値創造の源泉

自然資本
自然との共存共栄に向けた
環境負荷の低減

知的資本
魅力的な商品・サービスを
生み出す技術創出力の強化

製造資本
高い商品魅力の実現に
向けた生産体制の進化

財務資本
変革に向けた資源投入を
可能とする強固な財務基盤

人的資本
価値創造につながる「個」と
「組織」の成長支援

社会関係資本
ステークホルダーとの信頼・
協力関係の深化と拡大

二輪

2,057.2万台

+
四輪

371.6万台

+
パワープロダクツ  

370.0万台

2025年3月期世界販売台数実績

2,798.8万台

主要市場における販売台数（万台）

3.2兆円  （2025年3月期末）

ネットキャッシュ（金融事業を除く）

12.6兆円  （2025年3月期末）

資本合計

0.6兆円
（2025年3月期末）
※1 �グリーンボンド発行 17.5億米ドル
含む

有利子負債（金融事業を除く※1）

連結�

194,173名
単独�

32,088名
（2025年3月期末における就業人員）

従業員数

5,374億円
（2025年3月期末）
※2 �新機種の投入に伴う投資や、生産設
備の拡充、合理化および更新ならび
に販売施設や研究開発施設の拡充
などへの設備投資

設備投資額※2

75拠点
（2025年3月期末）

完成機生産拠点

37,000件以上
（2025年3月期末）
※3 �国内外の登録特許件数
（出願中のものは含まず）

国内外特許権保有件数※3

研究開発支出 

12,106億円
（2025年3月期 実績） 

直接

18,300TJ
間接

22,100TJ
（2025年3月期）

エネルギー投入量

取水量

30,200千m3

（2025年3月期）

資源投入量

284社+73社＝357社

（2025年3月期末）

グループ会社数

連結子会社 持分法適用会社

Best Global Brands 2024
Automotive部門※４

世界5位
（2024年）
※4 インターブランド社調べ

26,705m USD
（2024年）

ブランド価値※4

欧州

47.5

9.3

65.1パワー
プロダクツ

四輪

二輪

欧州
日本

22.4

63.0

27.8パワー
プロダクツ

四輪

二輪

日本

その他

184.7

15.7

33.8パワー
プロダクツ

四輪

二輪

その他

北米

54.8

165.4

102.0パワー
プロダクツ

四輪

二輪

北米

アジア

1,747.8

118.2

141.3パワー
プロダクツ

四輪

二輪

アジア
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価値創造ストーリー 事業戦略 将来への挑戦 財務戦略・デジタル戦略 ガバナンス 関連データ重要テーマと
マテリアリティ
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